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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第66期

第１四半期累計期間
第67期

第１四半期累計期間
第66期

会計期間
自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日

自 平成29年３月21日
至 平成29年６月20日

自 平成28年３月21日
至 平成29年３月20日

営業収益 (千円) 2,227,564 2,141,185 8,812,090

経常利益 (千円) 107,391 80,627 339,440

四半期(当期)純利益 (千円) 69,179 58,294 232,905

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 (株) 7,560,000 7,560,000 7,560,000

純資産額 (千円) 5,658,389 5,832,091 5,812,300

総資産額 (千円) 7,919,893 7,991,249 7,825,230

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 9.20 7.75 30.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 10.00

自己資本比率 (％) 71.4 73.0 74.3
 

(注) １ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかな景気回復基調が続いているものの、実感を伴うまでには

至っておらず、欧米の政治イベントや地政学リスクの高まりがもたらす日本経済への影響が懸念されるなど、先行

き不透明な状況で推移いたしました。

当第１四半期累計期間は、前年同四半期と比較して、営業収益は若干減少しました。経常利益は、燃料費の増

加、設備投資等の影響により、減益となりました。

その結果、営業収益は2,141百万円（前年同四半期比3.9％減）、経常利益は80百万円（前年同四半期比24.9％

減）、四半期純利益は58百万円（前年同四半期比15.7％減）となりました。

また、事業別の営業実績は次のとおりであります。

 

営業実績

区分

第66期第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

第67期第１四半期累計期間
(自 平成29年３月21日
至 平成29年６月20日)

営業収益
前年同期比
（％）輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 217 1,696,583 210 1,640,738 △3.3

倉庫事業 － 490,329 － 459,975 △6.2

その他事業 － 40,650 － 40,472 △0.4

合計 217 2,227,564 210 2,141,185 △3.9
 

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 当第１四半期累計期間の貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは103千屯であります。

また傭車による収入は801,498千円であります。

 

(2) 財政状態の分析

流動資産は、3,808百万円(前期末比4.4％増、162百万円増)となり、そのうち現金及び預金は2,135百万円(前期末

比72百万円増)となりました。

固定資産は、4,183百万円(前期末比0.1％増、3百万円増)となり、そのうち有形固定資産は3,641百万円(前期末比

15百万円減)、投資有価証券は339百万円(前期末比29百万円増)となりました。

流動負債は、1,343百万円(前期末比14.7％増、171百万円増)となり、そのうち賞与引当金は275百万円(前期末比

85百万円増)となりました。

固定負債は、815百万円(前期末比3.0％減、25百万円減)となり、そのうち長期借入金は143百万円(前期末比25百

万円減)となりました。

純資産は、5,832百万円(前期末比0.3％増、19百万円増)となり、そのうち利益剰余金は3,524百万円(前期末比20

百万円増)となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。
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(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 7,560,000 7,560,000 ― ―
 

(注)　平成29年６月13日開催の第66期定時株主総会において、株式併合の効力発生日である平成29年９月21日をもっ

て、定款に定める単元株式数を1,000株から100株に変更する旨の決議を行い、承認可決されております。
 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年３月21日～
平成29年６月20日

－ 7,560,000 － 1,140,000 － 1,120,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月20日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成29年６月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

38,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,456,000
7,456 －

単元未満株式
普通株式

66,000
－ －

発行済株式総数 7,560,000 － －

総株主の議決権 － 7,456 －
 

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

38,000 － 38,000 0.5

計 － 38,000 － 38,000 0.5
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成29年３月21日から平成29年

６月20日まで)及び第１四半期累計期間(平成29年３月21日から平成29年６月20日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

    資産基準　　　　　    0.6％

　　売上高基準　  　　    0.1％

　  利益基準　　　　　    1.0％

　  利益剰余金基準　　    0.9％

      ※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　 
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月20日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,063,731 2,135,837

  受取手形及び営業未収入金 1,404,800 1,429,659

  貯蔵品 7,299 8,951

  その他 172,976 236,094

  貸倒引当金 △2,800 △2,400

  流動資産合計 3,646,007 3,808,143

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,071,939 5,071,939

    減価償却累計額 △4,046,059 △4,070,675

    建物及び構築物（純額） 1,025,879 1,001,264

   機械装置及び運搬具 2,233,078 2,190,898

    減価償却累計額 △2,086,455 △2,037,348

    機械装置及び運搬具（純額） 146,623 153,550

   土地 2,457,161 2,457,161

   その他 211,556 210,338

    減価償却累計額 △184,637 △181,042

    その他（純額） 26,919 29,295

   有形固定資産合計 3,656,583 3,641,270

  無形固定資産 17,389 15,088

  投資その他の資産   

   投資有価証券 310,385 339,563

   差入保証金 61,088 60,768

   その他 133,776 126,414

   投資その他の資産合計 505,250 526,746

  固定資産合計 4,179,222 4,183,106

 資産合計 7,825,230 7,991,249
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月20日)
当第１四半期会計期間
(平成29年６月20日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 290,110 308,794

  1年内返済予定の長期借入金 94,680 94,680

  未払法人税等 82,748 52,201

  賞与引当金 190,800 275,915

  役員賞与引当金 20,000 5,000

  その他 493,813 607,376

  流動負債合計 1,172,152 1,343,967

 固定負債   

  長期借入金 168,720 143,410

  退職給付引当金 108,748 108,865

  役員退職慰労引当金 173,081 174,139

  厚生年金基金解散損失引当金 259,637 259,637

  その他 130,590 129,138

  固定負債合計 840,777 815,190

 負債合計 2,012,930 2,159,157

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,140,000 1,140,000

  資本剰余金 1,120,000 1,120,000

  利益剰余金 3,503,446 3,524,131

  自己株式 △13,564 △13,879

  株主資本合計 5,749,882 5,770,251

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 62,418 61,839

  評価・換算差額等合計 62,418 61,839

 純資産合計 5,812,300 5,832,091

負債純資産合計 7,825,230 7,991,249
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年３月21日
　至 平成29年６月20日)

営業収益 2,227,564 2,141,185

営業原価 2,025,907 1,952,176

営業総利益 201,657 189,009

販売費及び一般管理費 99,427 114,826

営業利益 102,230 74,183

営業外収益   

 受取利息 96 74

 受取配当金 693 4,185

 受取保険金 3,204 －

 その他 1,479 2,440

 営業外収益合計 5,474 6,700

営業外費用   

 支払利息 312 255

 営業外費用合計 312 255

経常利益 107,391 80,627

特別利益   

 固定資産売却益 6,929 7,754

 特別利益合計 6,929 7,754

特別損失   

 固定資産除却損 － 322

 特別損失合計 － 322

税引前四半期純利益 114,320 88,059

法人税、住民税及び事業税 54,000 43,500

法人税等調整額 △8,858 △13,735

法人税等合計 45,141 29,764

四半期純利益 69,179 58,294
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期会計期間から適用しております。

 
(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年３月21日
至 平成29年６月20日)

減価償却費 55,715千円 42,979千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年６月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月15日
定時株主総会

普通株式 37,616 ５ 平成28年３月20日 平成28年６月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

11/14



 

当第１四半期累計期間(自 平成29年３月21日 至 平成29年６月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月13日
定時株主総会

普通株式 37,609 ５ 平成29年３月20日 平成29年６月14日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年６月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成29年３月21日 至 平成29年６月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年３月21日
至 平成29年６月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 ９円20銭 ７円75銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 69,179 58,294

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 69,179 58,294

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,523 7,521
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月１日

 

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 
有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柏　木　勝　広　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岸　田　好　彦　　　印
 

 

　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の平成29年３月21日から平成30年３月20日までの第67期事業年度の第１四半期会計期間（平成29年３月21日から平成

29年６月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成29年３月21日から平成29年６月20日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成29年６月20日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

